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8 洗足 Vol.1

　私は但馬にある神戸聖隷福祉事業団の施設群の中の「地の塩伝道所」の協力牧師です。
　「水について」（フランシス・ポンジュ）という詩があります。「私より低い処に、常に低い処に
水はいる。水は絶えず崩れ、何時も一切の形態を放棄する。唯、屈從する事を心掛け地面に腹這
いになって横たわる。或る世代の海豹類のように殆ど屍となって。常に低くある事、水の金言は
このようなものだとおもわれる。つまり一段上にいることの反対なのだ。」水は器に從ってその
型を変えます。どんな形でも採りながら水は水である事をやめない。あらゆるものに命を与え
蘇らせ、低い処に流れます。
　４０年余り前、尼崎教会の就任式での教区長の祝辞を覚えています。「牧師の仕事は人の足を
洗う事です。人は誰も自分の汚れた部分を隠します。その汚れた部分を洗う仕事は難しい。注
意深く祈って配慮して洗わないと勤まらない…」もう１つ３０数年前「牧会権裁判」の被告人だっ
た時、北海道の牧師の研修会で、旭川の友人を訪ねました。そこで作家の三浦夫妻とお会いし
ました。支援者だったので集会後挨拶をした時、綾子さんが話された言葉も憶えています。「近
頃、真理や愛、正義といった感覚を失った人が増えてきた。有力なものであろうとするために永
遠の世界や価値に対する感覚が消えて往く。この問題を光世さんに口述筆記してもらってでも
書き続けたい…」私は感動しました。
　神戸聖隷の理事長土肥さんは伝道所初代牧師で「地の塩」と名付けた人です。聖隷はホー
リーサーバント、職員は相互の足を洗い利用者の足を洗う仕事です。どんな役割にいても主
イェスは「1番上になりたい者は全ての人の僕となりなさい。人の子（イェス）は仕えられるため
でなく、仕えるために、又多くの人の身代金として自分の命を献げるために来た。」（マルコ10
章４４～４５）と言っておられます。

種谷牧師メッセージ「洗足」によせて 編集後記

発達クリニック
小児科　 ・ 　精神科　 ・ 　神経内科

電話番号／0796－37－8001
（電話受付時間 9：30～17：00）

電話番号／0796－37－8001
（電話受付時間 9：30～17：00）

　神戸聖隷の35年を記念して創刊された
広報紙「洗足」です。広報委員会発足後6ヶ
月の時を経て皆さんにお届けする事ができ
ました。各施設ではそれぞれ機関紙の発行
はしておりますが、法人全体の広報紙は初
めての事です。やっと完成しました。今後さ
らに神戸聖隷の事、施設の事、福祉の事を
知って楽しんで頂けるように試行錯誤して
まいります。
　年２回の発行の予定で次回は半年後です。
　どうぞ今後とも神戸聖隷福祉事業団と広
報紙「洗足」を宜しくお願い致します。

「洗足」Vol．１
2010年9月15日
発行人　土肥隆一
発　行　社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団
　　　　〒654-0142 神戸市須磨区友が丘1-1
　　　　TEL．078-792-7555（法人本部）
　　　　郵便振替口座 00920-9-163818
編　集　社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団
　　　　広報委員会
寄　付　利用者（障害者）の一層のサービ

ス向上に資するため、法人は皆様
のご寄付をお願い申し上げており
ます。

　　　　同封の振替用紙をご利用下さい。

　風（ふぅ）発達クリニックは、センター内に発達障害児（者）の方のための診療部門として開院しました。
　太田垣院長（月曜、火曜、水曜、金曜）と大森医師（大森クリニック院長、木曜半日）が診療にあたっています。太田垣医師は、小児
科及び小児神経科（大人で言えば神経内科）が専門で、知的障害及び運動発達障害を含む“広い意味での発達障害”の診療を行い、
大森医師は、精神科及び診療内科が専門です。
　日本独自のシステムとして、乳幼児健診があります。その結果、発達については小児科医が窓口になって専門医へつなぐことが
一般的です。早期に療育的支援が開始されることが望ましく、成人になってからでは療育的介入がむずかしくなります。
　太田垣院長は、子供の相談窓口として、医療機関はとても敷居が高いように思われているかもしれませんが、ぜひ一般診療と合
わせて、気軽に子育ての不安、お子さんのちょっと気になるところなどなんでもご相談くださいと話されていました。
　また、都心部の発達診療機関では初診が数年待ちの現状です。お困りの方は、遠方からでも構いません。お問い合わせくださ
い。（平成22年度より、心理相談部門を併設し、但馬圏域外から広くご相談やカウンセリングをお受けすることができるようになり
ました。）大森医師

寺下看護師 太田垣院長
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巻頭言：土肥理事長

こうして神戸聖隷は始まった!

35年記念式典

おいでやすカーニバル

北但広域療育センター
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ヨハネによる福音書１３章　◆イエス弟子の足を洗う 

日本聖書協会発行『アートバイブル』より 

１３章　８節 ペトロが、「わたしの足など、決して洗わないでください」と言うと、
 イエスは、「もしわたしがあなたを洗わないなら 、あなたはわたしと
 何のかかわりもないことになる」と答えられた。

Since
1975年6月

洗足
SENZOKU  Vol.1
私たちは「地域と共に歩み、
地域に生きる施設づくり」を
心がけています。
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